
10　　北海道長沼町の水田に生息するニホンアマガエル（Hyla japonica）の食性

はじめに
　ニホンアマガエル（Hyla japonica）は道内全域
の水田やその周辺の環境によく見られる一般的な
カエルである．道外では本州一帯，韓国，極東ロ
シアにて生息が確認されている．食性は生活史を
知るうえで重要な要素の一つである．ニホンア
マガエルの食性については本州における報告が
いくつかある（戸金 2014）．本州の水田域では
主に膜翅目と鞘翅目を利用している（Hirai and 
Matsui， 2002：佐野・篠原，2012）という報告
がある．しかし，北海道のような寒冷域に生息し
ている本種を対象とした研究はなく，道内におけ
る食性はよくわかっていない．
　本研究では初夏から夏にかけて行った石狩低地
帯に位置する長沼町の水田内に生息するニホンア
マガエルの食性解析の結果を報告する．

調査方法
　石狩低地帯に位置する長沼町の水田（北緯
42.99， 東経 141.60）にてニホンアマガエルの採
取を行った．現在，石狩低地帯では北海道では外
来種となるトノサマガエルの分布が広がっている
が（Takai，2011：徳田，2013），2007 年には
本調査地ではまだ侵入が確認されていなかった．
採取は 6 月 8 日から 7 月 22 日の間，夜間にラ
イトを用いて素手により行った．採取したニホン
アマガエルは腹部の触診により胃内容物の有無を
確認したのち，ピンセットで口を開き，胃を押し
だすことにより胃内容物の採取を行った．採取し
た胃内容物は重量を計測したのち 70％エチルア
ルコール溶液に保存し，目または科のレベルで分

類を行った．採取したニホンアマガエルは吻端か
ら総排出口までの SVL（頭胴長）を計測し，体重
の測定を行った．計測を終えたニホンアマガエル
は，胃を元の位置に飲み込んだのを確認したのち，
捕獲地点に放した．胃内容物の採取および計測を
行った個体で，作業中に死亡した個体はいなかっ
た．

結果
　捕獲したニホンアマガエル 153 個体の胃内容
物を調査した．採取した個体の SVL は 2.8cm か
ら 4.5cm，体重は 1.9g から 8.0g であった．捕獲
個体のうち，78 個体から胃内容物が検出され，
75 個体が空胃であった．捕獲個体から採取した
餌は 212 個体，総重量は 7662.2mg であった．
1 個体あたりの平均捕食数は 2.0 個体（１個体あ
たりの捕食数は 1 から 9 個体），平均胃内容物重
量は 73.0mg（１個体あたりの捕食重量は 9.1mg
から 277.6mg）であった．
　調査地内から採取した餌は，17 餌動物群に区
分した（表）．得られた餌種のほとんどが陸上性
の無脊椎動物であり，水生の餌種はアメンボ科
を捕食した個体が 1 個体のみ見られた．採取し
た餌の中で最も多かったのは鱗翅目の幼虫であ
り，個体数割合（25.0%），出現頻度（48.7%）共
に最も高かった．次いで多くみられたのがアリ科
と双翅目であり，個体数割合でそれぞれ 20.3%，
18.9%，出現頻度ではそれぞれ 33.3%，28.2% と
なった．

考察
　長沼町水田で 6 月から 7 月にかけて得られた
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餌は，陸上性の無脊椎動物が多くみられた．5 月
から 8 月にかけての本州の水田におけるニホン
アマガエルの主な餌種がアリ科や鞘翅目であるの
に対し，本研究ではこれら 2 種よりも鱗翅目の
幼虫が主な餌として利用されていた（表；Hirai 
and Matsui 2002；佐野・篠原 2012）．また，ニ
ホンアマガエルは水田とダイズ畑，桑畑では陸上
性の無脊椎動物を利用していることは共通してい
るが，その個体数割合は異なることが示されてい
る（戸金 2014）．このことからニホンアマガエ
ルは気候、季節によってことなるであろう生息環
境中の餌生物の構成に合わせた，日和見的な捕食
を行うことが考えられる．ただし，これら餌の選
好性の有無を結論付け，ニホンアマガエルの食性
をより理解するためには，多くの地点で，活動期
間を通しての食性調査，および環境中で利用可能
な餌資源の定量的調査を行う必要がある．
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